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 In recent years, refinement in the accuracy of rainfall forecasting has been called for in Japan because of 
extremely heavy rainfalls that have occurred in various areas. For dam operation in particular, accurate 
rainfall forecasting would be greatly beneficial in allowing for the release of water prior to a forecast 
heavy rainfall event, which would make it possible to increase water control and water use capacities. 
Comparison of the cumulative rainfall forecasts calculated by using the numerical weather forecast 
models, GSM and MSM, with actually measured rainfall revealed that the accuracy of the two models 
was good for long period rainfall events such as those caused by typhoons. The accuracy of the MSM 
rainfall forecast for localized heavy rainfall that occurs in a short period was also found to be good. A 
calibration method, which can be used in disaster mitigation and dam operations, was suggested thorough 
clarification of the error ranges of rainfall forecasting. 
 















































1 中国・九州北部豪雨 土砂災害発生領域 10.5 真尾、防府
2 忠別川豪雨 忠別ダム流域 238.9 忠別ダム、湧駒別、旭岳、松山、小化雲岳
3 紀伊半島豪雨 猿谷ダム流域 336.0 猿谷、天辻、柞原、九尾、川迫、虻峠
4 九州北部豪雨 日向神ダム流域 84.3 吹原、鯛生
5 桂川豪雨 日吉ダム流域 290.0 殿田、周山、鎌倉
6 伊豆大島豪雨 土砂災害発生領域 91.1 大島、大島北ノ山
7 広島豪雨 土砂災害発生領域 9.9 高瀬




























鉛直層数 14 層 16 層
出力データ





  年月日 降雨名称 発生要因 災害概要 
1 2009.7.21 中国・九州北部豪雨 
線状降水帯 
(梅雨前線) 
平成 21 年 7 月 20 日～21 日に発生した梅雨前線よる局地豪雨で，線状降水帯が発生した．防府市の特別老人養護施設
の土砂災害が発生した．防府市では，死者が 14 名，山口県内で 159 件発生した． 
2 2010.8.24 忠別川豪雨 
線状降水帯 
(低気圧) 
平成 22 年 8 月 23 日～24 日に発生した低気圧による局地豪雨で，線状降水帯が発生した．石狩川支川の忠別ダム上流
では，道路橋が陥没し死者 3 名，忠別ダム上流の天人峡温泉にいた約 300 名が孤立した． 
3 2011.9.3 紀伊半島豪雨 台風１２号 平成 23 年 9 月 1 日～4 日に発生した台風 12 号による豪雨で，台風が大型で動きが遅く長時間の豪雨であった．この豪雨により，深層崩壊型の土砂災害が発生し，紀伊半島では死者行方不明者は 84 名に及んだ． 
4 2012.7.14 九州北部豪雨， 
線状降水帯 
(梅雨前線) 
H24 年 7 月 13 日～14 日に発生した梅雨前線による局地豪雨で，線状降水帯が発生した．矢部川水系など 10 河川で既
往最高水位突破し，矢部川では破堤が生じた．福岡，熊本，大分の３県の死者行方不明者は 34 名に及んだ． 
5 2013.9.16 桂川豪雨 台風１８号 平成 25 年 9 月 15 日～16 日に発生した台風 18 号による豪雨である．由良川，桂川などで越水が発生し約 2,000 戸の浸水被害が発生した．特に，桂川は嵐山で浸水被害が生じ，浸水面積は 10ha，京都府内の死者は無かった． 
6 2013.10.16 伊豆大島豪雨) 台風２６号 平成 25 年 10 月 15 日～16 日に発生した台風 26 号による豪雨である．伊豆大島では，山地の中腹で土砂崩壊が生じ大規模な土石流が発生した．死者行方不明者が 39 名に及んだ． 
7 2014.8.20 広島豪雨 
線状降水帯 
(秋雨前線) 
 平成 26 年 8 月 19 日～20 日に発生した秋雨前線による局地豪雨で，線状降水帯が発生した．広島県安佐南区・北区で
土砂災害が発生した．50 箇所以上で土石流で発生し，74 名が亡くなる未曾有の災害となった．  



















































































































































































































































































































MSM GSM y=x のライン

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































適用を想定） αw = 2.5 αw = 2.0 αw = 1.8 αw = 1.3
ケース：LT12
（防災情報の
適用を想定） αw = 2.9 αw = 2.9 αw = 1.7 αw = 1.0
※ 台風低気圧型の回帰式は，積算雨量200mm以下を対象とした．
△ ○ ○ ◎
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